
本⽇は取締役専務執⾏役員CFOの宮本より「2021年3⽉期第3四半期決算概況」およ
び「2021年3⽉期通期業績予想」、また「トピックス」についてご説明いたします。
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皆さん、おはようございます。CFOの宮本です
それでは、2021年3⽉期第3四半期の決算説明を⾏います。
こちらは2021年3⽉期第3四半期累計、9カ⽉の実績です。売上収益につきましては
1,949億円で、対前年で245億円の減収でした。コア営業利益は20億円となり、対前年で
23億円の減益。営業利益は21億円となり、対前年21億円の減益。税引前利益は20億
円となり、16億円の減益。親会社の所有者に帰属する四半期利益は5億円となり、12億
円の減益でした。
第1四半期からコロナ影響で⾮常に厳しい環境でしたが、第3四半期は対前年で増収増益
となりました。この第3四半期累計の実績につきましては減収減益ではありますが、全ての段
階損益で⿊字を達成できたという内容です。
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全社の四半期別の実績の推移です。
21年3⽉期の第3四半期、3カ⽉の実績ですが、売上収益は772億円、コア営業利益で
46億円という実績でした。売上収益は対前年で増収、コア営業利益については対前年の
16億円から46億円となり、全ての分野で⿊字となりました。6四半期ぶりと、久しぶりに増収
増益に転換したという実績です。
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次に、われわれはCEMプロジェクトと呼んでいますけれども、新型コロナウイルス緊急対策のプ
ロジェクトの進捗です。
以前から説明していますが、今期に⼊りコロナ影響で⼤きく売上が落ちる状況となったため、
社内でこのプロジェクトを⽴ち上げ、不要不急のキャッシュアウト、それから経費を抑制しようと
いうことで動いてきました。
こちらは第3四半期累計の実績ですが、設備投資につきましては約3割、時間外費⽤につき
ましては約5割、⼀般経費については約3割と、それぞれ削減ができています。
この中には不要不急の案件や、出勤も少なくなっているということで、先送りになっている部分
もありますが、⼤きな実績が出たということで、先ほど説明しました第3四半期、3カ⽉の⼤きな
利益改善の要因となっております。
また、ここにつきましては⼀過性ということではなくて、現在策定を進めています次期中期ビジョ
ンも含めて、来期以降に効かせるものは効かせていくことで、事業体質強化、経営基盤の強
化を今後も引き続き実施していこうと考えています。
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第3四半期の累計、営業利益の対前年の要因別のグラフです。
前年は42億円の営業利益でしたが、これに対し当初は今期改善額が21億円、63億円の
営業利益を⾒込んでおりました。これに対して、新型コロナウイルス感染症影響としては122
億円ほど影響がありました。また、先ほどのプロジェクトの効果を含めて78億円の改善があり、
その他収益費⽤の2億円の良化を含めて、この第3四半期の営業利益は21億円だったとい
う内容です。
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分野別の第3四半期累計の実績です。
オートモーティブ分野は売上収益が1,022億円で、対前年129億円、11%ほどの減収でし
た。ただ、第3四半期になりまして、特にアフターマーケットは国内、それから海外とも⾮常に好
調に推移しています。また、OEMにつきましても、国内を中⼼に新⾞販売台数の回復があり
ましたし、イタリアにあります欧州の⼦会社も⾮常に活発で、その結果、コア営業利益も11億
円となり、対前年から10億円の減益ですが、⿊字まで回復してきたという内容です。
パブリックサービス分野は売上収益が416億円で、対前年87億円、約17%の減収でした。
無線システムにつきましては、影響を受けていましたビジネスインダストリー市場もだいぶ回復し
てきています。ただ、業務システムにつきましては、やはり国内中⼼のビジネス展開ということも
あり、4・5⽉の緊急事態宣⾔解除以降、だいぶ商談は増えてきていますが、なかなか受注、
出荷につながらない部分があり、まだまだ苦戦している状況です。コア営業利益は9億円のマ
イナスで、対前年で17億円ほどの減益です。無線システムはだいぶ戻ってきておりますが、まだ
まだ業務⽤システムの落ちが⼤きい状況です。
メディアサービス分野は、売上収益が365億円で、対前年で56億円、約13%減収です。メ
ディア事業は、ホームオーディオや、ポータブル電源は、特にテレワーク、巣ごもり需要の増加で
、第2四半期ぐらいからだいぶ戻ってきていましたが、当第3四半期に⼊り⼤きく伸⻑しています
。BtoB市場につきましても、まだまだ市場悪化の影響を受けていますが、メディア事業は⾮常
に堅調でした。エンタテインメントは、上期に続いてイベント・ライブなどがほぼ中⽌という状況の
中で、⼀部配信等伸⻑している分野もありますが、全体で⾒ると⾮常に厳しかったという内容
です。コア営業利益は2億円で、対前年で7億円の減益ですが、こちらも当第3四半期の中
で⿊字まで持っていったという内容です。
その他につきましては、DXビジネス事業部のテレマティクスソリューションの販売が⾮常に堅調
で、売上収益146億円と対前年で増収、コア営業利益につきましても16億円となり、当第
３四半期累計で増益という状況になっています。
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第3四半期累計の分野別の連結売上収益です。
左側のグラフが当第３四半期累計ですが、ご覧のとおりその他がDXで好調ということを除きま
すと、オートモーティブ、パブリックサービス、メディアサービスとも対前年では減収ですが、右側の
当第3四半期、3カ⽉だけを⾒ますと、やはりオートモーティブが⼤きく戻ってきており、対前年
で49億円の増収でした。パブリックサービス分野は、先ほど説明したとおり、業務⽤システムが
まだまだ厳しいこともあり、対前年で6億円の減収となり、メディアサービスも、エンタテインメント
が厳しいということで、1億円の減収となりました。
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コア営業利益の対前年のグラフです。
左側のグラフが第３四半期累計の実績ですが、こちらもその他を除きますと、各分野とも減益
という内容でした。ただし、第３四半期だけの右側のグラフを⾒ていただくと、まずオートモーティ
ブが対前年で⼤きく増収だったこともあり、⼤きく増益になっています。また、パブリックサービス
分野につきましても、前ページで売上収益につきましてはまだまだ厳しいということを説明しまし
たが、コア営業利益につきましては、CEMプロジェクトの効果等もあり、対前年で⼤きく増益に
なっています。メディアサービスも増益となりました。その他を含め、第3四半期の3カ⽉で⾒ます
と、全ての分野で対前年で増益になったという内容です。
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コア営業利益の対前年のグラフです。
左側のグラフが第３四半期累計の実績ですが、こちらもその他を除きますと、各分野とも減益
という内容でした。ただし、第３四半期だけの右側のグラフを⾒ていただくと、まずオートモーティ
ブが対前年で⼤きく増収だったこともあり、⼤きく増益になっています。また、パブリックサービス
分野につきましても、前ページで売上収益につきましてはまだまだ厳しいということを説明しまし
たが、コア営業利益につきましては、CEMプロジェクトの効果等もあり、対前年で⼤きく増益に
なっています。メディアサービスも増益となりました。その他を含め、第3四半期の3カ⽉で⾒ます
と、全ての分野で対前年で増益になったという内容です。
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パブリックサービス分野の四半期別の実績推移です。
21年3⽉期第3四半期の実績は売上収益が164億円、コア営業利益が9億円という内容
でした。こちらは、売上的にはまだ厳しい状況が続いていますが、利益につきましては9億円と
いうことで、対前年同期からも⼤きく伸⻑しているという内容です。
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メディアサービス分野の四半期別の実績推移です。
21年3⽉期第3四半期の売上収益は141億円、コア営業利益は5億円という実績でした。
売上は、エンタテインメントを中⼼にまだまだ厳しい状況ですが、コア営業利益は対前年でも
増益となり、利益につきましては⾮常に良いかたちで終えることができました。
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その他分野の四半期別の実績推移です。
21年3⽉期の第3四半期は、売上収益が50億円、コア営業利益が3億円でした。売上につ
いては四半期ごとに多少凸凹がありますが、DXビジネスのテレマティクス事業が⾮常に堅調に
推移しています。利益については3億円ということで、第2四半期の9億円に⽐べれば減ってい
ます。これは第2四半期の決算発表時にも説明しましたが、DXにおける将来への開発投資
等が第2四半期では緊急事態宣⾔明けということもあり進まず、第3四半期に⼊り開発加速
による経費増に伴い利益については落ちていますが、ほぼ予定どおりの推移と⾒ています。
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連結売上収益の、対前年の地域別のグラフです。
左側のグラフが第3四半期累計、ご覧のとおり、ほぼ全ての地域で対前年減収です。
右側のグラフが第3四半期、3カ⽉の実績ですが、⽇本についてはオートモーティブ、それからメ
ディア事業は⾮常に好調でしたが、業務⽤システム、エンタテインメントが厳しかったということで
、結果としてはほぼ前年並みに落ち着きました。
⼀⽅、⽶州、欧州につきましては、第3四半期になりまして⼤きく戻ってきており、アジア・中国
を⾒ても、⼤きく増収になっています。
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地域別の連結売上収益推移のグラフです。
第1四半期は⾮常に厳しい実績でしたが、第2四半期、第3四半期と、順調に全ての地域で
伸⻑してきており、なんとか第3四半期で、前年同期実績を超える⽔準まで戻ってきたという
状況です。
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コア営業利益より下の段階損益の要約です。
コア営業利益は、第3四半期累計で19.5億円、対前年で23億円ほどの減益となりました。
ただ、⾦融収⽀等で受取配当⾦の増加等による6億ほどの改善があったこと、また法⼈税が
減少したことから、親会社の所有者に帰属する四半期利益は対前年で12億円減の5億円
となり、コア営業利益の減益幅からかなり減らすとともに、⿊字を達成できたという内容でした。
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財政状態、バランスシートのサマリーです。
3⾏⽬の資本合計ですが、613億円ということで、前期末⽐で13億円の増となりました。これ
は先ほどご説明した親会社の所有者に帰属する四半期利益のプラスや、有価証券の評価
益等があったためです。また有利⼦負債は806億円となりましたが、コロナ禍という緊急事態
であることから、⼿元資⾦を多少厚く持とうという考えから増やしています。⼀⽅でCEM効果
等を含めて、利益だけではなくて、キャッシュポジションが⾮常に良くなっており、上段の説明書
きにありますように、今期12⽉末の現預⾦は553億円となりました。有価証券と合わせた⼿
元流動性は581億円ということで、⾮常に⼤きな現⾦も確保しています。
その結果、ネットデットにつきましては254億円となり、前期末⽐で93億円減ということで、⼤
きくキャッシュポジションも改善しています。
コミットメントラインにつきましても、⾦融機関様の協⼒を得まして今期100億円増加させまし
て、300億円を保持しているという内容です。
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キャッシュ・フローのサマリーです。
営業活動によるキャッシュ・フローは229億円となりました。棚卸資産の減少が⼤きく効き、運
転資⾦の改善が⼤きかったことから、前年⽐で58億円の増加となりました。
⼀⽅、投資活動によるキャッシュ・フローは89億円の⽀出となりましたが、対前年では58億円
減少しました。その結果、フリー・キャッシュ・フローは140億円となり、対前年で115億円の⼤
幅な改善となりました。ここまでが、第3四半期の決算概況でございます。
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通期の業績予想について説明させていただきます。
第3四半期は新型コロナウイルス感染症の影響から想定以上に⼤きく回復し、これまで説明
してきたとおり、⾮常に良い結果を得ることができました。第4四半期につきましても、⾃動⾞
市場の回復等が⾒込まれますので、需要についても⾮常に堅調に推移するものと⾒ています
。
⼀⽅で、国内だけでなく海外も含めまして新型コロナウイルス感染症の影響が再拡⼤している
ことや、半導体を中⼼とした部品の納⼊遅延という影響が第4四半期に⼊って発⽣しており、
その辺りの先⾏きがなかなか⾒通せないこともあり、この第3四半期決算の段階では業績予
想の修正は⾒送ることとさせていただきました。
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⾜元の4Qについてどんな懸念があるのかということを説明させていただきます。
新型コロナウイルス感染症の影響ですが、パブリックサービスの業務⽤システム、メディアサービスのエンタテインメン
トはまだまだ回復し切れていないということで、年度内は影響が続くだろうという⾒込みでいます。
その他の事業については、この第3四半期でおおむね回復してきたと考えていますし、逆にWithコロナという需要
も発⽣してきていると⾒ています。
ただ、第4四半期に⼊り、新型コロナウイルス感染症の再拡⼤しており、その影響が具体的にどうなるかがまだ⾒
込めず、懸念される状況です。
また⼀部マスコミ等でも報道されていますが、当社が取引しております部品メーカーの⽕災による影響については
、今期については、⽣産・販売ともほぼ影響はないと⾒込んでいます。⼿元在庫もありましたし、先⽅でも⼀部在
庫を持っていたこともありました。
⼀⽅、来期以降の話ですが、オートモーティブについては、代替部品への置換設計が既に昨年の12⽉末までに
完了しており、これから評価等は⼊りますが、来期については新しい代替部品での⽣産が⾒えてきており、影響
はないと⾒ています。
ただし、パブリックサービスの無線システムについては、やはり置換設計等を今進めていますが、ほとんどの国で型
式認証が必要だということもあって、オートモーティブほど設計管理がスムーズにいかない部分もあります。来期は
⽣産完了になる商品が⼀部出てくると⾒てますので、販売減の影響が発⽣するのではないかと⾒込んでいるとこ
ろです。
最後になりますが、今、⾜元でわれわれとしても⾮常に懸念していることが、サプライチェーンの影響です。
こちらは、第4四半期というよりも第3四半期に⼊った10⽉以降、既に発⽣しています。第1四半期、第2四半
期と物量が減った中、第3四半期に販売が急激に回復してきたことで、船や⾶⾏機などの物流の確保が難しい
状況が発⽣しています。さらに船に荷物を載せてもなかなか⼊国することができなかったり、それに伴って物流費の
増加等が第3四半期から既に発⽣しており、第4四半期も引き続き影響が出る可能性があるのではないかと⾒
ています。
そして半導体を中⼼に部品の納⼊が遅延している状況が続いています。第3四半期は当社が⾮常に好調だっ
たこともあり、部品メーカー様からは前倒しでかなり供給していただきましたが、⾜元では納⼊が⾮常に厳しくなっ
てきているということで、その辺りの状況が⾒えないことが、今、⼀番の懸念材料と思っているところです。
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ここからトピックスになります。まずはWith COVID-19に向けた商材です。
下の段は既に広報発表していますが、ポータブル電源やAI検温ステーション、感染症対策⽤
防⽔型キーボード・マウス等は⾮常に引き合いが強く、AI検温ステーションについては売上計
上は来期以降になりますが、⼤⼿企業への導⼊が決まっており、受注も順調に進んでいる状
況です。
上の段は2021年1⽉31⽇に広報発表しました低濃度オゾン発⽣器や抗菌・抗ウイルスの
⼩電⼒トランシーバー、ホームオーディオ等、巣ごもり需要への対応ということで、With 
COVID-19に向けた製品のラインアップを充実させているという内容です。
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オートモーティブ分野は、アフターマーケット事業が⾮常に好調で、夏以降もかなり回復してき
ていましたが、10⽉以降はさらに好調に推移しています。
国内のカーナビゲーションは売上、販売台数ともに伸びていますし、海外でもディスプレイオーデ
ィオが⽶州中⼼に伸びており、引き続き好調です。
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オートモーティブ分野のOEM事業です。
イタリアの⼦会社であるASKは、欧州や中国を中⼼に、⾃動⾞メーカーに対してスピーカーや
アンプ、ケーブル、アンテナ等を直接納めている会社です。
こちらは、第1四半期は⾮常に厳しい状況でしたが、欧州や中国での事業が堅調に回復して
おり、第3四半期についてはASKとしての過去最⾼となる売上を達成し、⾮常に好調に推移
しています。
今後についても順調に受注が取れていますので、⾮常に安定した成⻑が⼗分⾒込める事業
になってきました。
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技術開発に関する説明です。
遠⾚外線カメラは、こちらの写真に記載しているとおり、⾁眼では⾒られない⼈や物体を夜間
でもしっかりと検知できるシステム、今後は⾃動運転向けの⾞載カメラとしてだけではなく、業
務⽤⾞両や監視カメラ等の幅広い分野で展開していきたいと考えています。
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画像信号処理IP「IPSILOS（イプシロス）」です。
当社はこれまで、ビデオカメラ等の映像に関するさまざまな技術を保有していますが、これらをベ
ースとしたIP化を進めています。
こちらの写真に記載しているとおり、HDRや画像強調補正の機能を⽤いることで、これまで以
上に⾮常に鮮明な映像の撮影が可能となり、当社製品に対する展開はもちろん、他社へ提
供することも想定しています。
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パブリックサービス分野です。
無線システム事業が⾮常に好調に推移しており、特にパブリックセーフティ市場は順調に受注
も増加していることから、来期に向けても⾮常に堅調に推移すると考えます。
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メディア事業は、巣ごもりやテレワークといった需要に対応し、With COVID-19に関連した需
要が拡⼤してきており、ホームオーディオも対前年で伸びています。
ポータブル電源も安全・安⼼に向けた防災ユース以外にもテレワークやアウトドアを含めたレジ
ャー⽤として勢いが衰えず、⾮常に順調に伸びています。
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DXビジネス事業です。
こちらは、前期から⾮常に堅調に伸びています。現在はどちらかというとハードを中⼼に展開し
ていますが、今後はハードだけではなくサービスソリューションを中⼼とした多様性あるエコシステ
ム構築を推進し、全てのシステムを有機的に結合させていく考えです。
いくつか例を挙げていますが、通信型ドライブレコーダーを活⽤したビジネスをSoftware 
Development Kit（SDK）の提供を含めて様々に展開していきます。

以上で説明を終わります。



33


